










 

川崎病の線溶系の研究は少ない。本研究の目的は近年著しく進歩した線溶系の測定法を用

いて,川崎病の患児の線溶を検討した。測定項目は tissue plasminogen activator(t-PA),

α2-plasmin inhibitor-plasmin complex(α2P1-Pm-Complex)を中心として,この他に

plasmin 以外の線溶酵素で,近年重要視されている elastase を測定した。とくに,今回測定

し elastase は白血球中の顆粒球 elastasc 様分解酵素(Elastase like protease,ELP)と血

中に放出され',α1アンチトリブシン'と複合体を形成した ELP一α1アンチトリプシン複

合体である。 


